
丸
木
位
旦
・
丸
水
性
夫
妻
由
作
品
「
原
爆
の
囲
」
で
 
 

知
ら
れ
る
埼
玉
県
東
拾
山
市
の
丸
木
葉
蘭
虚
に
、
最
後
 
 

に
使
先
生
を
訪
ね
た
の
は
9
年
前
。
位
重
先
生
は
も
う
 
 

亡
く
な
ら
れ
．
都
幾
川
を
見
下
ち
す
敷
地
か
ら
仙
人
が
 
 

鞘
え
て
し
ま
っ
て
、
風
斎
蔀
妙
に
明
る
く
感
じ
た
の
を
 
 

覚
え
．
て
い
る
。
 
 
 

久
し
ぶ
り
に
お
金
い
す
る
と
、
使
先
生
は
「
和
君
、
 
 

大
き
く
な
っ
た
ね
」
と
育
っ
た
。
子
ど
も
の
頃
の
イ
メ
ー
 
 

ジ
が
憩
い
申
か
、
「
あ
あ
、
大
き
く
な
っ
た
、
大
き
く
 
 

な
っ
た
」
と
喜
ん
で
下
き
る
。
「
亜
歳
に
な
り
ま
し
た
」
 
 

と
私
は
育
っ
た
。
あ
れ
か
ち
9
年
、
使
先
生
も
亡
く
な
 
 

り
、
近
頃
は
八
月
六
日
に
美
術
館
に
行
ウ
て
も
、
墟
の
 
 

丸
子
さ
ん
と
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
る
だ
け
に
な
っ
 
 

た
。
人
は
少
し
ず
つ
唐
な
く
な
る
。
 
 
 

丑
耳
あ
や
お
ば
革
ん
（
大
道
あ
ゃ
さ
ん
、
佐
里
先
生
 
 

ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
の
両
 
 

－
 
「
原
捷
の
回
／
丸
木
美
術
崩
」
の
思
い
出
 
 

膏
薬
諌
・
暁
蓋
藍
音
ノ
埼
玉
界
教
育
雪
凡
栓
居
和
 
 

王
事
†
t
●
－
A
C
「
世
■
内
圧
貴
書
頴
シ
リ
「
貫
」
モ
■
7
ノ
音
▲
岳
．
｛
イ
ス
ラ
エ
ル
V
か
ら
」
∧
写
t
‖
i
・
事
薫
）
 
 

の
妹
卓
ん
〕
が
、
刈
っ
て
も
刈
っ
で
も
生
え
て
く
る
、
 
 

と
集
い
な
が
ら
嘆
い
て
い
た
草
は
き
れ
い
に
刈
り
込
ま
 
 

れ
、
敷
地
自
序
は
身
ぎ
れ
い
な
の
だ
が
、
善
い
太
陽
の
 
 

下
、
蝉
町
昔
の
中
で
、
葉
術
臨
が
少
L
ず
つ
朽
ち
て
行
 
 

く
の
が
わ
か
る
廿
そ
れ
で
い
い
の
か
な
、
と
い
う
克
も
 
 

す
る
。
お
二
人
が
居
な
く
な
っ
て
も
思
い
出
は
残
右
。
 
 

だ
が
過
去
は
個
々
の
人
間
由
歴
史
鑑
札
、
未
来
甲
た
め
 
 

の
妄
想
で
L
か
な
い
。
私
が
消
え
た
ら
、
こ
．
の
過
去
も
 
 

な
く
な
る
。
 
 
 

狙
年
前
、
二
十
歳
の
・
私
は
両
先
生
に
誘
わ
九
て
、
ア
 
 

ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
を
見
に
し
帯
ウ
た
。
イ
ン
ド
か
ち
続
い
た
 
 

若
者
の
長
瀬
の
適
中
パ
リ
に
居
た
載
に
、
「
ア
ウ
シ
ュ
 
 

ビ
ッ
ツ
で
尺
八
を
吹
い
て
下
さ
い
」
と
招
待
し
て
下
 
 

き
っ
た
の
だ
。
 
 
 

ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
は
雨
に
滞
れ
で
い
た
。
展
示
品
印
 
 

瀾
■
．
．
．
．
．
 
 

部
屋
を
一
つ
一
つ
見
て
ま
わ
り
、
亡
く
な
っ
た
人
た
ち
 
 

の
無
常
の
頼
写
真
に
周
ま
れ
、
苦
い
兵
士
遭
と
並
ん
で
、
 
 

プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
い
っ
ば
い
罷
ま
？
た
記
鼓
映
画
を
見
 
 

た
。
ポ
ー
ヲ
シ
ド
の
印
象
は
暗
か
っ
た
。
ワ
ル
シ
ャ
ワ
 
 

か
ち
タ
ラ
コ
ウ
ま
で
の
汽
車
の
中
、
兵
士
や
若
者
達
の
 
 

刺
す
よ
う
な
視
線
を
頼
に
感
じ
、
共
産
主
義
に
は
夢
が
 
 

無
い
、
と
思
ウ
た
の
屋
革
見
て
い
・
る
。
若
者
た
ち
の
投
 

げ
中
り
な
目
は
、
宣
垂
で
一
緒
に
な
っ
た
老
人
た
ち
の
 
 

崇
朴
な
明
る
さ
と
は
対
照
的
だ
っ
・
た
。
革
鹿
を
体
験
し
 
 

た
世
代
は
そ
の
名
残
の
な
か
で
生
き
て
い
・
る
。
破
ら
の
 
 

作
っ
た
仕
組
瓦
血
中
で
∵
次
の
世
代
は
心
理
的
に
飢
え
 
 

て
い
た
。
使
先
生
に
そ
れ
を
吉
う
と
、
社
章
王
載
運
動
 
 

を
漉
け
て
こ
ら
れ
た
先
生
は
少
L
悲
L
そ
う
な
頁
で
私
 
 

を
見
た
。
 
 
 

「
さ
て
、
ど
こ
で
眈
い
て
も
ら
い
ま
L
よ
う
」
。
秘
た
 
 

ち
は
、
見
学
の
コ
ー
ス
か
ら
外
れ
、
地
下
室
に
入
っ
て
 
 

行
っ
た
。
ガ
ラ
ン
と
し
た
何
も
な
い
、
学
歴
の
教
皇
く
 
 

ら
い
の
大
き
さ
の
地
下
室
だ
っ
た
。
天
井
近
く
に
小
窓
 
 

が
あ
っ
て
、
外
で
雨
が
陣
り
て
い
る
の
が
見
え
た
。
 
 
 

「
こ
こ
が
い
い
で
し
ょ
う
」
と
言
わ
れ
、
私
は
、
原
 
 

爆
美
術
館
で
8
一
6
に
い
つ
も
吹
い
た
「
片
足
鳥
居
の
 
 

映
像
」
と
い
う
長
崎
藩
の
鎮
魂
歌
の
帯
四
弼
筆
舌
吹
 
 

い
た
。
も
う
一
曲
、
古
典
の
「
鶴
の
巣
篭
も
り
」
、
こ
 
 

れ
は
禅
宗
の
曲
に
は
替
L
く
、
親
子
の
愛
が
テ
ー
マ
に
 
 

な
っ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
を
呪
い
た
。
そ
の
前
に
展
 
 

示
場
で
見
た
、
幼
い
子
ビ
も
連
暫
靴
甲
山
が
思
い
出
き
 
 

れ
て
、
晩
吾
な
が
ら
蔭
か
出
た
。
小
さ
な
足
が
そ
．
和
一
 
 

つ
一
つ
を
履
い
て
い
た
の
だ
。
靴
由
山
の
隣
に
、
人
形
 
 

の
山
が
あ
っ
た
。
一
つ
一
つ
の
人
形
に
そ
九
を
L
ウ
か
 
 

り
と
聴
い
て
果
た
女
の
子
た
ち
の
辛
が
重
な
り
、
儲
が
 
 

止
ま
ら
な
か
っ
た
。
人
間
は
こ
う
い
う
こ
と
を
す
る
。
 
 
 

「
あ
あ
、
聴
い
て
る
、
聴
い
て
る
。
み
ん
な
聴
い
て
古
」
 
 

‥
鮭
車
；
 
 

と
偉
先
生
が
首
り
た
。
爾
が
砂
利
を
き
ゆ
る
き
ゆ
る
と
 
 

ま
わ
す
昔
が
、
至
る
で
人
々
の
ぎ
わ
め
き
の
よ
う
に
聴
 
 

こ
え
た
。
 
 
 

「
あ
の
時
は
、
す
ご
か
っ
た
出
え
」
と
一
人
に
な
っ
 
 

た
偉
先
生
が
言
っ
た
。
「
す
ご
か
っ
た
で
す
ね
」
と
鱒
 
 

歳
に
な
っ
た
私
も
言
っ
た
。
 
 
 

「
尺
・
几
が
良
か
っ
た
わ
」
と
育
っ
て
偉
先
生
が
涙
ぐ
 
 

ま
れ
た
。
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
私
も
、
つ
 
 

い
こ
の
間
由
よ
う
な
気
が
し
た
。
 
 
 

今
年
、
私
は
－
車
由
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
を
完
 
 

成
さ
せ
た
。
南
イ
ン
ド
の
タ
ミ
ル
ナ
ー
ド
州
で
、
ダ
リ
ッ
 
 

ト
（
不
可
触
民
〕
 
甲
少
女
た
ち
を
集
め
、
載
録
甲
読
み
 
 

書
き
、
韓
利
恵
諦
に
つ
い
て
教
主
て
い
る
オ
ソ
リ
ッ
タ
 
 

の
修
道
女
が
、
彼
女
た
ち
に
ダ
ン
ス
を
敵
え
、
差
別
反
 
 

対
と
女
性
の
人
権
の
た
め
の
公
演
を
L
て
い
る
、
と
い
 
 

う
友
人
の
静
に
触
発
さ
れ
て
、
カ
メ
ラ
を
月
り
て
イ
ン
 
 

ド
へ
渡
っ
た
の
だ
。
「
シ
ス
タ
ー
・
チ
ャ
ン
ド
ヲ
と
シ
ャ
 
 

ク
テ
ィ
の
踊
り
手
た
ち
」
と
い
う
。
生
ま
れ
て
初
め
 
 

で
作
っ
た
こ
の
映
画
が
、
春
、
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
国
際
映
 
 

画
祭
の
長
編
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
部
門
で
金
貨
盲
と
っ
 
 

た
。
そ
の
事
び
が
L
ば
ら
く
私
を
事
見
た
。
丸
木
美
術
 
 

虎
に
行
き
、
仏
現
に
供
え
な
が
ら
、
使
先
生
が
生
垂
て
 
 

た
ら
、
な
ん
て
吉
ウ
た
か
な
、
と
思
っ
た
。
 
 
 

昨
日
、
大
道
あ
や
さ
ん
の
畳
会
を
見
に
牌
栗
林
 
 

館
に
行
っ
た
。
私
の
記
憶
の
中
で
、
あ
や
お
ば
さ
ん
に
 
 

は
、
佐
里
先
生
、
使
先
生
と
は
別
の
存
在
感
が
あ
っ
た
。
 
 

佐
里
先
生
甲
お
母
き
ん
ス
マ
さ
ん
か
ら
伝
わ
っ
て
い
る
 
 

丸
木
家
由
遺
産
子
、
も
の
を
見
皐
視
点
の
本
流
は
あ
ヤ
 
 

お
ば
さ
ん
に
一
番
伝
わ
ゥ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
な
、
 
 

と
患
う
。
過
去
が
、
一
人
一
人
の
人
間
の
妄
想
で
は
な
 
 

い
、
と
い
う
教
え
が
為
る
よ
う
な
尭
が
す
昂
。
過
去
が
 
 

生
き
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
b
 
 

「シスター・チャンドヲとシャクティの踊り手たち」bttp：′／占止土山u亡Upノ   
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会
員
由
皆
き
え
が
、
世
界
昔
地
で
国
府
相
互
理
解
に
‡
葡
奇
書
葛
襟
台
 
 

車
提
供
す
轟
こ
と
は
、
－
Å
G
の
大
切
な
活
動
の
一
つ
で
す
。
パ
ル
ト
三
 
 

田
由
一
蕃
北
傭
由
国
エ
ス
ト
ニ
ア
と
和
瓦
北
支
流
は
、
2
0
0
5
年
か
盲
 
 

姶
豪
打
、
中
豊
屈
、
舞
踊
団
ソ
才
芸
の
来
日
、
草
し
て
瓜
葺
鼻
同
 
 

園
独
立
型
周
年
巷
記
念
し
た
素
顔
団
レ
イ
ガ
リ
ト
の
ほ
の
ぼ
の
と
ゆ
っ
た
 
 

り
と
し
た
丑
講
は
菅
古
見
由
紀
憤
に
患
勤
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
 
 
 

の
耳
廿
セ
一
元
r
仁
平
和
市
長
巷
爛
奥
の
頚
部
呼
び
が
謄
塵
マ
ル
中
耳
－
に
 
 

奇
し
て
、
こ
の
王
、
巷
員
の
世
塵
昇
手
書
克
と
世
塵
留
葉
音
克
顔
牢
里
 
 

毒
1
1
名
の
瓦
豊
田
拳
固
陪
秦
踊
フ
工
蚕
丁
イ
パ
ル
の
冒
ル
サ
マ
ー
・
 
 

フ
ォ
ー
ク
ヱ
q
O
畠
」
■
に
派
遣
仁
東
レ
た
．
佳
節
団
華
袈
パ
ー
全
員
軒
広
 
 

島
在
住
か
広
島
出
著
者
暫
し
た
の
守
、
広
島
市
轟
洒
秋
攫
慮
利
氏
偏
平
湘
 
 
 

轡
菟
卑
と
■
い
う
東
棟
毛
務
雌
ま
し
屯
く
囁
じ
怒
儀
防
眉
甘
の
原
襲
の
諜
 
 

に
昔
和
せ
た
よ
う
な
蕃
叫
日
曜
■
啓
百
旺
附
催
届
噛
エ
■
席
巻
、
字
義
旺
筐
 
 

め
と
も
て
蕃
加
ず
愚
顔
■
ぷ
鵜
島
齢
軍
艦
瀾
農
華
満
た
運
筆
転
載
つ
国
華
暫
 
 

し
た
。
こ
れ
か
暫
は
、
た
く
巷
九
由
国
籍
が
こ
中
耳
鼎
範
青
－
‥
i
謀
オ
ー
 
 

ク
の
よ
う
な
世
界
各
地
の
祭
り
に
集
里
′
歌
野
満
配
偉
擾
も
廟
番
場
辞
に
 
 

し
た
．
い
、
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「 l  ト
 
 

出
に
な
り
ま
し
た
ー
 
 

日
本
内
文
化
を
象
徴
す
古
道
び
や
羞
祭
り
を
テ
ー
マ
に
し
走
路
り
が
一
 
 

様
々
な
韓
価
人
々
ビ
撃
け
人
乳
・
て
も
ら
え
古
か
、
不
壊
を
抱
書
つ
つ
日
 
 

本
竃
出
費
し
ま
し
た
血
レ
か
し
∵
ど
の
ス
テ
ー
ジ
で
も
観
客
由
夫
宮
壷
 
 

拍
手
と
歓
声
を
頂
音
「
ヰ
ん
な
不
安
は
パ
フ
ォ
一
丁
ノ
ユ
す
畠
暮
び
ヘ
 
 

七
重
わ
っ
た
の
・
で
す
。
日
車
で
は
鹿
験
す
点
こ
と
の
で
き
な
い
大
畠
怨
 
 

の
中
で
鶴
野
外
・
パ
フ
寸
－
マ
シ
ス
や
異
国
由
人
謹
と
踊
り
を
通
じ
、
虫
 
 

互
い
の
文
化
に
触
れ
合
っ
た
こ
と
が
、
か
け
が
え
の
な
い
経
験
と
思
い
 
 
 

だ
音
、
や
っ
と
笑
顔
に
な
れ
重
し
た
。
 
 

初
め
て
‖
の
国
際
雫
流
は
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
↑
行
く
先
ヰ
で
現
 
 

地
の
方
は
と
て
も
優
し
（
接
し
T
下
さ
い
ま
J
た
。
舞
台
の
他
に
も
．
 
 

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
ピ
タ
〓
ッ
ウ
在
ど
の
愛
読
、
さ
ら
に
各
国
の
ダ
ン
ス
 
 

チ
ー
ム
と
は
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー
や
フ
ェ
ス
テ
ィ
パ
ル
・
ク
ラ
ブ
で
モ
れ
ぞ
 
 

れ
．
の
国
の
タ
ン
ス
を
一
緒
に
腐
り
、
と
て
も
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。
 
 

【
ム
孟
｛
中
学
竺
 
 
 

国
際
7
工
ユ
テ
ィ
パ
ル
で
ど
ん
せ
踊
り
を
す
る
の
か
、
ワ
ク
ワ
ウ
し
む
 
 

軒
軋
碧
轟
を
特
も
、
踊
り
が
法
主
っ
て
知
ち
は
一
生
脛
命
に
績
習
在
し
 
 

苦
し
た
。
書
卓
で
は
大
変
緊
張
し
蜜
し
た
が
、
昔
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
 
 
 

僅
肺
団
1
1
名
の
う
も
ヰ
毛
の
感
想
と
世
良
留
覚
書
ム
の
出
重
商
 
 

ら
帰
由
斎
で
の
体
験
記
置
相
知
し
ま
す
。
 
 

文
化
ま
相
田
藤
島
1
毛
再
感
想
 
 

長
嶺
由
パ
フ
ォ
ー
マ
シ
ス
が
終
わ
っ
た
隙
間
、
．
達
成
感
で
い
っ
ぱ
い
に
 
 

な
り
ま
し
た
。
浴
衣
、
法
被
、
足
袋
と
い
う
日
本
独
♯
の
衣
薩
は
と
て
 
 

も
捗
し
い
＝
ら
し
く
、
何
度
屯
写
‡
竜
磨
願
い
さ
れ
ま
し
た
。
与
国
由
踊
 
 

り
も
興
味
深
く
、
音
‡
が
通
じ
む
く
て
も
、
踊
り
で
心
が
通
じ
合
え
石
 
 

こ
と
を
学
び
ま
し
た
 
 

－
小
泉
博
美
三
高
密
生
〕
 
 

－
中
田
友
美
二
中
学
生
〕
 
 

－
玉
田
玲
菜
 
 

i旨・「貰雷塁戸宣子讐悪幣≡子壬言≡諾葺蓋芸芸去ノ讐  

さん離干（前列右側3⊥〕   
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広島市町秋葉市長のメッセー  
ジ（右上）をマルヤマtのエ  
ロ・プラムス町長に手漉す  

ランヌーでのノてフォーマンス  

TARTUPOSTOM三上S（7月30日）  

毎日叩  
左：広島鷹泊月空6日）、右：傭捷版侍月a8日） 

l  

り ｝  

●丁月琴月経〉 日本巷出発し詔か邑靴時   
超由して劫時に針J・凋熟日轟棚嘩   
に細かわらずお出準ぇ。日廟嘩東京痍  

各擁免官重た磯素意利広島市長の瀬野セージ碓  
姻脚使節で慈為る掛ほ轟じる。♯食では  

エ
ス
ト
ニ
ア
糠
星
 
 

日赤の砲葦伝ぇ卓恥た手応ぇ射J。  

勅 年細粒魂綿痢轍軸味昔のままの農棄  
乗数ら蔑魯  

に建つ、宿となる白し1敏勃ご到♯。  

乱雑貞闇温点扁闇鳳雛疫根摘搬出鳴和睦感廃  
棄裏と再訂垣合わせの敵豊辞表語恕日東如軽琉拘軸綾日  翻碑賠隠遁軸計，ア．説コールにも応ぇるせ刊レヤマー町長エ  

掛らご娃強者垂即こプレぜントが漉され、ポーラン  ト＝ア娘両肘叫塀た妾再伸蘭に加東就  奉語を勉強中のエス  
素からもプレゼントをいただく。夜は、小学校の7ェ  

●一月j甜胃碓‡唯一㊥怒休廠㊥昆㌃済甘ぬ絆冒呼操  
鹿分華蝋、  

巧摩す細曲餅ね一夕ダンスを教え轟う。「炭坑節」  
； タリン捌日市街へ出勤パス守1樹乱稚内轍鮒臼  
－ た所は入り口かちもう別世界、気分は軌こ童晴の中軸細搬凋纏  

「広島音轟J「ツー官五節」密告国華加着生員、上手に踊って〈れた。  

＝8月相聞宅ふホームの中庭、その後森の中の野外ステージで   
パフ才一マン見せまたしで車アンコール占師夜に捷蕃フェスティパ   
ル・グラブで由ワークショプも大成功。  

●轟月蟄ヨはユ キ敵中、運動会で盛り上がる。   
日本から措も番った民芸品奄売る宙店費出すハンディ・クラフト   
マーケットの 
の中でも一番人気虚＃脅も「ソーラン節」の賀シコーJ－では虫軸   

から手拍子が着で大満足。   
タ瓦出場者全員のパレードもフェステイ′りレ中葉市費鼻机、う   
rもっとも人気の軋る女の子達Jの日本姐駄光栄な車にパレード   
の集配いつもバスで鱒っていた適格もこ申時だけ隠通行止払地   
域性民や観光客に羊を薮与れて、メイン彙増まで2キロの行進か島   
津の露草と奉って観客は3倍世に檀克ている。「アンコ丁ル資しで」   
と打亀倉わせていた軌盛大な拍手に心細く。それでも日癒式の   
軌咄辞儀をして退韓古間章式では、出漢書全1で辛をつないで舞   
台を歩く。鞄専は拍手で見守り、その垂訓こいる1全て申Åの心が一   
つになる。  

●一月ヨ白渦）ピタニッケだったが雨で早」＝こ解散。少レb残り。   
崇りは陣日で港わり、ほかの国のゲルェプは昔引昔上げて、最穣の   
夜に小学校に泊まる¢娃私達だけ。  

●書員4月明‡7：15のタリン発フライト昭ためヨ暗に起床。  

皆の見送りを弓削ナ、一書つ飢l時鼠。簸いハすで「また、奮いましょう」   

一 過也ばモに券のような血義が現れて、私達を中世の救陸侃と′いぎな  ■ 

・■十‡革もア諾雷諾謂蒜禦漂空憲更掘れ紬  

≠瑠  
や 

馳月（月）ランヌーに向けて出発、3時間由バ真の旅昧、  
映画巾1シーンのような葉しい景色が続く。ラン潔－の何基   

L
【
 
 
－
 
 

ウノ・ローツマー氏にコンサート食糧（野外）など竜ご妻内いただく。   

夕方、エストニアで¢初舞台d日奉のゆかたに観客かちため息がも   
れ、．重箱町中、舞台を終ぇ萄。多くの観客に囲まれる人気ぶりで新   
聞の取材も掛ナ着古   
そ野津、バーベキューとサウナでのおもてなし。広大な土地に母屋・   
サウナ小屋度器小山車泳げる桓内地まであ毒素敵なお宅。水♯でサ   
ウナ体験。サウナがエストニアの文化の1つと知る。食後は大著な   
焚曹幾程囲串、踊りながら白夜を楽しむ。  

●丁員神色は）＿午前中ラン貢－ガちパスで別～亜就中南部   
にぁる如レトウの観光。他の国の童配下セも文化を寄り癒皆無血で   
独立を累應したなどのエ只トニアの歴史を知る。   
牛津は再びランヌー取ゲストハウスに裏り、湖でのポート遊び、エ   
ストニアの取や遊びの楽しい時間はぁっという間に過ぎ、之3時に懐   
かしいマルヤマーの白い教会に帰宅。  

●丁月割＝巨幡諷1ルヤマーフォーク氾オーナニンヴ8今日から   
5泊8日の私達の東峠小学校の体育館。食掛こ向ガう適中、今年2   
月に仏Gが拇宿した舞蹄団レイガリトの団長カレ7垂んと再会b   

同車或では、参加国野馳が掲揚され、，東国野郎トプ申代表伊紆  

■■ ヨ・風流誇七号  



且
を
訪
札
た
。
鹿
砦
の
単
に
伝
わ
る
食
渋
旨
が
、
天
 
 
 

観
で
は
堪
ら
れ
敬
い
貴
重
督
修
験
骨
愚
考
 
鬼
鄭
 
 

狩
が
蓮
で
す
れ
違
ウ
売
時
に
変
わ
す
挨
拶
で
あ
息
「
三
 
 

菅
ホ
ー
ル
に
着
い
た
。
 
 
 

最
初
に
岩
暗
鬼
剣
舞
に
よ
昂
、
奉
納
な
ど
に
向
か
 
 

り
は
「
鳥
物
」
と
称
せ
ら
れ
、
 
 

回
何
時
頸
に
唱
え
苺
「
回
向
念
仏
」
部
韓
ぜ
ち
れ
た
。
 
 

ち
ず
義
で
垂
そ
う
だ
と
考
え
た
か
ち
骨
あ
豆
j
凡
 
 

雷
豊
駐
雷
雲
遠
愚
計
患
巌
 
 

で
見
た
重
畳
尊
軋
、
ぜ
ひ
諷
雅
で
長
 
 

一
士
～
月
に
岩
手
県
推
薦
で
行
な
わ
れ
る
「
み
ち
 
 

ま
り
は
無
い
。
そ
れ
ぞ
れ
河
畔
の
二
 
 

妙
に
け
ん
ぽ
い
 
 

毒
 
 

全
濃
日
竜
■
苺
 
 

ヤ
麿
底
意
康
濫
葡
嘗
遺
骨
藩
 
 

昨
姿
由
月
十
日
に
馨
れ
た
 
 

人
旺
決
ま
り
ど
と
で
も
1
佃
㊥
黒
・
青
・
蛮
 
 

－
轡
華
甲
皇
蓋
雷
雲
露
呈
慈
冥
苦
 
 

文
と
葺
‥
中
川
欝
葡
丁
鳥
星
邑
 
 
 

「
国
際
芸
術
豪
セ
ン
 
 刷

新
谷
 
 
 

1
－
 
 

．
‖
r
 
ヽ
 
 

摘
め
慮
南
 
 

緯
既
紆
決
 
 

と
八
月
鮨
 
 

▲J沸  

■
√
鹿
斬
ら
は
お
 
 

艶
の
1
肯
喧
爪
 
 

敏
狂
L
は
「
〃
剰
 
 

を
・
骨
‖
け
d
暦
の
周
り
で
†
嘩
巌
常
幸
の
軽
か
ら
な
り
、
四
 
 

頚
驚
倒
力
儲
肯
濃
、
熱
雷
 

．
■
L
J
一
ぐ
「
∵
－
 
軍
 

蓉
剣
舞
の
「
 
 

濁
せ
 

問
に
血
管
亡
立
正
 
 

騒
を
呼
び
込
む
 
 

む
く
ユ
墟
将
軍
も
牒
L
め
暴
興
的
嘉
H
で
あ
 
 
畳
 

－
人
 
 

日
本
民
族
舞
親
団
制
伴
室
で
は
、
爵
月
ヰ
日
に
佃
島
の
住
吉
神
社
 
 

の
、
3
年
に
一
度
の
例
未
管
見
学
L
ま
L
た
。
祭
り
め
中
心
は
 
 

几
角
申
大
郷
姐
で
、
雷
浴
び
せ
ら
れ
な
が
ら
月
島
界
隈
を
練
り
 
 

歩
垂
ま
す
。
そ
中
退
力
と
厨
田
の
熱
狂
に
は
圧
倒
き
れ
ま
し
た
。
 
 

見
学
後
、
メ
デ
ィ
ア
に
大
人
気
の
店
「
ま
カ
」
で
「
も
ん
じ
ゃ
焼
 
 

患
」
費
賞
味
し
ま
し
た
。
若
者
は
I
A
C
合
点
と
調
査
研
究
剋
 
 

旦
、
酔
丁
名
で
し
た
。
 
 

（
組
当
理
事
・
富
豪
）
 
 

旗
ほ
朝
悪
鬼
劉
 
 

厨
優
遇
周
布
り
讃
し
は
驚
塩
賓
ぶ
っ
た
 
∵
べ
 
 

艦
暫
町
．
の
「
三
人
加
草
は
扇
即
舞
は
二
人
阿
り
、
踊
サ
 
 
 

人
血
準
て
問
じ
訂
幣
管
玉
っ
て
二
■
左
し
】
な
り
、
■
一
人
は
 
 

∴
人
は
野
冨
凝
り
か
ぎ
し
．
相
子
は
神
楽
拍
ナ
に
変
わ
る
 

鱈
新
郎
■
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贋
夢
風
貌
計
で
あ
っ
・
た
∵
 
 

r
鞋
コ
エ
麓
㌔
瓶
用
鬼
卿
揖
と
以
内
粗
 
 

御
免
町
鬼
刺
軒
と
飯
艶
剋
刷
新
に
よ
る
「
 
 

ね
く
 
 

よ
る
「
姐
剣
舞
」
が
続
く
 
 

し
河
佐
渡
鬼
刷
鹿
め
■
．
一
艇
 
 

」
と
東
亜
摘
な
「
牌
舞
㌧
 
 

意
聴
か
つ
塵
肺
作
 
 

垂
東
沖
ち
嶺
執
筆
た
 
 

睦
そ
の
名
の
適
寸
．
、
人
の
仏
恩
 
 

岩
崎
伝
京
都
 
 旧

 
 

■
＿
 
■
■
 
 

屡確弱β「訪鹿  

北正＝サトのお店パJLト■■   

h坤舶触血l●▲帥七卸  

間珪早を杓野寺ウ褒≠  
稚   

Frアラスかデー」けラス、カがアメリカ掛こなった盲己念日のフl．ヘノ・＝′り   

靡撒諏舗樹触着都繋振津守慧蕪酎8月に開催藩抱懐濱良臓琶馨鼻輪 

撫鶉頑拗亀せ  
●lACの蒸動に攣加・ご支援いた   

だける法人・傭人会■を暮暮し   
ています。  

●日率鹿渡＃踊団聯群舞垂撫   

体書レッスンあり   

絹由が丘ゝ・石井濱野レ正速   
タジ．＝こてこ   

詳しくは、■稀局に点間い合せ下きい。   

畔曙鞄匝椰脚隣村縛一  

御柱術恐怒持巻奇す淘㌃長灘定席豹嶺瀧漣捷時掘漣耀往．宅蒸さ射。特別潜  

事件などなくても、暮  には、いつでも気軽にご連絡く・ださい。、こんな  

ことがl∧Cと一緒に  

しょ萄。菜憮愛読は．  

というアイディアがきっと湧いてくることで  

軋鋲鴫圭湘師頭纏華転  

鱒漆・鰯雲  垂直操業）  
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